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光学・SAR衛星データのハイブリット分析による地域可視化プラットフォーム

地域課題・社会実装課題
・自然災害の広域化、インフラ老朽化、一次産業の人手不足など様々な事業が効率化を必要としている。
・広範囲の土地の監視には衛星データの活用が期待されているが、衛星の種類により取得できる情報が

違いそれぞれのデメリットにより利用が制限されてしまっている。

AI

光学・SARハイブリット分析プラットフォーム

＜平時利用＞
・1次産業（農業・林業・水産）
・土木工事・採掘
・施設監視、インフラ管理
・公共（不法投棄・違法伐採・溜池）

AI

・光学衛星・SAR衛星のデータを定期的に取得し時系列の土地の動き、地物の差分を抽出。（画像分析、NDVI）
・SARでの土地の歪みと、光学での画像、NDVIの変化をかけ合わせ、利用シーン毎に変化場所を抽出する。
・災害時はSARの差分と地上データでの発災リスク評価結果（EDiSONで抽出）で発災箇所を特定する。

発災後は光学の画像を活用し周囲の影響などを解析する。

※衛星データ協力： AxelSpace
Synspective

＜光学衛星＞
定期的なデータ取得

（月1回程度）

＜SAR衛星＞
定期的なデータ取得

（月数回）

晴れた日データ

全天候データ

EDiSONによる地上データでのリスク評価
※防災・減災のための情報活用プラットフォーム

土地変化
地上データ利用

でノイズ除去

画像比較解析
NDVI解析

利用シーン毎の
データ重合せ

抽出結果

災害危険度

＜有事利用＞
・被災箇所の早期特定

→ ドローン飛行箇所の選定
・周囲への影響

→ ブルーシート屋根、倒壊等

変化量蓄積
GIS上で重合せ


